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古賀院長の記事が神戸新聞に掲載されました

コロナ感染は収束の方向に向かうようになって来ました。できれば、このままの状況が続くことを期待し
ています。しかし、ワクチン接種後の抗体価の推移を見ると、接種後上昇した抗体価は徐々に低下しています。
そのため、コロナウイルスに対する抵抗力が弱くなります。既に諸外国では一旦収束した流行が再燃しています。
このような状況のために、日本では昨年末よりコロナワクチンの3回目の接種が始まることになりました。
当院は皆様をコロナ感染から守るために、職員一同奮闘しました。発熱外来を設置し、PCR検査を行い、発熱

患者の診療に当たりました。新型コロナ感染の診療にも取り組んできました。また、コロナワクチンの接種が感
染収束の切り札と考え、当院では連日多数の方にワクチン接種を行いました。今まで、当院を訪れる機会のな
かった方もワクチン接種を機会に初めて当院を訪れた方が多数おられたのではないかと思います。
コロナ感染に対して予防は大事ですが、感染した方に対しての治療薬の開発も重要です。今までは抗ウイルス

剤の点滴や抗体カクテル療法などを行っていました。現在、各種製薬メーカーがコロナウイルスの飲み薬を開発
しており、日本でも近々用いる事が可能になります。飲み薬でコロナ感染の重症化を予防することができれば、
それほど怖い感染症ではなくなることと言われています。今年こそはコロナ感染が収束し、皆様に平和な生活が
戻ってくることを期待しています。
しかし、この原稿を書いている最中に新たな変異株であるオミクロン株が従来のδ株を置き換える勢いで、広

がりつつあります。日本においても、少しずつ感染者の発生が見られています。今年はオミクロン株の流行で第
6波の到来する可能性が危惧されています。皆様におかれましては、感染予防のマスク、手洗いを遵守し、3密を
避けることが求められます。コロナワクチンの3回目の接種も有効と言われています。今年から一般の方に接種
券が届きますので、順次ワクチンを接種するようにしてください。これからも、新型コロナ感染とはしばらくお
付き合いが必要かもしれませんが、当院は職員一同が力を合わせて、粘り強く戦っていく所存です。
以上、今年も昨年に引き続き新型コロナ感染の話になりましたが、今年が皆様にとってよい年であることを祈

念して、新年の挨拶とさせていただきます。

はくほう会セントラル病院
院長 古賀正史

新年のご挨拶

新年明けまして、おめでとうございます。昨年の新年のあいさつで私は
新型コロナのワクチンの接種が進むことによって、昨年に新型コロナ感染症
が収束する初夢を語りました。しかし、昨年は一昨年と同様に新型コロナ感
染症で明け暮れた1年となりました。一昨年の年末から新年にかけての第3波、
4月よりδ(デルタ)株が猛威を奮い始め、5月連休にピークとなった第4波、オリ
ンピック、パラリンピックの間に大流行した第5波と1年間に何回も新型コロ
ナ感染の大流行の波が訪れました。そのため、昨年の大半の期間は緊急事態
宣言が出された状態でした。しかし、昨年はコロナワクチンの接種が始まり、
昨年中に大半の方が2回目の接種を受けました。その結果、集団免疫の効果が
出て、



「助けを必要としている人」には

これは「助けを必要としている人」と「お手伝いをする、し
たい人」がお互いにわかれば、声をかけやすくなり、助け合
いを当たり前にできる世の中を作っていく運動です。

信頼・調和・揺らぐことのない愛を意味する をシンボル
にし、この運動を皆様に知っていただきたいと考えています。

「声をかける」、「寄り添う」ことが気軽にできる社会は明
るく過ごしやすいと思います。

この運動の一つに『 』があります。コロナ禍
でマスクをすることが当たり前になってきました。マスクに

を着けて、この運動を発信しています。

まずはあなたから、
助け合いの気持ちを表明していただけませんか？

詳細は右記のQRコードで
ご確認ください

ction

助けてほしい！
でも、誰に声をかけて
いいのかわからない。

こんなことしたら喜んでもら
えるかな。
でも、声をかけても嫌がられ
ないかな。

助けを必要としている人

おせっかいはありがた迷惑とも言われますが、相手に喜んでほしい、何かしてあげたいという行動です。

おせっかいを行う人
→お手伝いをしたい人

「助けを必要としている人」にはヘルプマーク等があります。
「お手伝いをする、したい人」にもマークがあれば、助け合いがよりスムーズに進むのではと考えて、

発案されたのは『Plus Heart Action』です。



12月4日 伯鳳会グループ防災訓練
東京・大阪・兵庫の伯鳳会グループのAMAT（全日本病院協会災害時医療支援活動班）が一堂に会し、

防災訓練を行いました。

院長の挨拶からスタート

無事終了

トリアージタグごと
に誘導・医療処置

配置の指示

津波警報発令
配置の再指示

避難誘導

２Fへ避難

避難完了

南海トラフ沖
地震発生

対策本部設置

トリアージゲイト



兵庫県にて近畿2府7県の200機関、1800人での大規模訓練が行われ、唯一の民間医療機関として伯鳳会グルー
プが参加しました。

グループ防災訓練の記録をドローンで撮影しました

「高度診療×モビリティ×ＩＴ」を実現した世界初の災害医療対応車両として、 Medical-Connexは大きな反響
を得ました。

三木防災公園のSCU（Staging Care Unit:広域搬送拠点臨時医療施設）の横
にMedical-Connexを配置した訓練を行いました。トリアージした患者を
Medical-Connexに運び、CT検査を行うといった訓練であり、災害現場での活
躍が想像できる内容でした。
この数カ月でも日本各地で多くの地震が発生しています。伯鳳会グループは

このような防災訓練を行い、災害時に活躍できるよう努めてまいります。

You Tubeに動画がありますので、
ぜひご覧ください

12月5日 近畿府県合同防災訓練

ドローンは記録だけでなく、災害時には救助者捜索に活躍します。



ボツリヌス療法（ボトックス療法）は、ボツリヌス菌が作り出すボツリヌス
トキシンを筋に注射することで、痙縮を安全かつ効果的に軽減することのできる
治療法です。当院では外来・入院で行っています。

リハビリテーション科では、先進医療を治療に取り入れています。

修正CI療法 CI(constraint-induced movement therapy)療法は脳卒中などの後遺症として残ってし
まった麻痺側上肢に対して、集中的リハビリテーションを行うことで機能回復など
を目指す療法です。
麻痺側上肢の不使用が起こっている状況に対し、健側上肢使用の制限と麻痺側上

肢使用の段階的訓練を柱として治療を組み立てます。健側をできるだけ使用しない
ことによる麻痺側の使用を日常生活動作で行うことを目標としています。
このことにより学習性不使用から脱却して、機能が向上し、さらにモチベーショ

ンが上がると考えられています。自らの生活の中で、患側上肢を使用していく過程
を学習するため、治療後の日常生活動作（移動・食事・排泄等）や手段的日常生活
動作（買い物・家事等）の向上を期待することができます。
（当院でも新たにプロトコールを作成し、治療の機会を提供準備しており2022年か
ら開始予定です。）

ボツリヌス療法

American Heart/Stroke Association（アメリカ心臓/脳卒中学会）のガイドライン
によるとCI療法及び修正CI療法は高齢脳卒中患者の上肢麻痺を改善するための合意的
な方法として、推奨グレードⅠ、エビデンスレベルAを得ています。

脳血管疾患の上肢麻痺の肩や肘の動きを改善する可能性の
ある治療法です。訓練モードに負荷量や速さを組み合わせ訓練設定できます。自主練習にも利用されています。
セラピストによる訓練とReoGo-Jによる自主訓練の併用は、通常の自主訓練を併用した場合に比べ、有意に運
動機能を改善することが期待できます。

▶つっぱったり、こわばっている筋肉に、直接お薬を注射します。
▶注射した筋肉のつっぱりやこわばりをやわらげます。

上肢用ロボット型運動訓練装置
（ReoGo-J）

私たちはチームで連携し、患者様の
機能回復、社会参加に向けて支援します。

リハビリテーション科は現在常勤医師5名、非常勤医
師6名で回復期病棟、外来、通所・訪問リハビリテー
ションに従事しています。
回復期病棟においては医師の配置をできる限り固定し、
多職種で連携しやすい体制を整えています。リハビリ
を進めていくうえでチームの連携が重要であると考え
ています。

介護福祉士



放射線部より

CT装置が
新しくなりました

令和3年12月よりAIによる検査アシスト機能を搭載した世界初の
Intelligent CT（ドイツ シーメンス社製 SOMATOM X.cite）を導入しま
した。Dual Energyイメージングにより、これまでMRIなど他の装置で
追加検査が必要だった症例がCTで検査・診断が可能になります。

By

◎128スライスの高速撮影

快
適

◎造影剤使用量大幅カット

体に優しい検査が可能に

低侵襲なCT検査①
従来の装置と比較して造影剤の使用量が最大で50%低減*1が可能
になります。造影剤の使用量を減らすことで従来検査が難しかっ
た被検者の検査を行うことや、副作用の軽減にもつながります。

最大50%低減*1

*1：検査の内容・目的によっては適応できない場合も
ありますが、従来の装置と比べても少ない造影剤量で
検査を受けていただけます。

最新のCT検査

最新のDual Energyイメージングにより、これまで他のモダリ
ティで追加検査が必要だった症例がCTで検査・診断が可能に
なります。

◎AI技術の搭載

個々に最適な
必要最低限な被ばく量に

安
全

◎ガントリーが大口径

低侵襲なCT検査②

最新の被ばく低減技術によりレントゲン検査と同等の被ばく線
量*2で検査を受けていただくことが可能になります。CT検査は情
報量が多く、特に肺がん検診での有用性の報告が多数出てきて
います。また内耳・副鼻腔領域、整形領域などにおいても一般
撮影と同等の線量で検査を受けていただくことが可能になりま
す。

=

*2：検査の内容・目的によっては適応で
きない場合もありますが、従来の装置と
比べても少ない被ばく線量で検査を受け
ていただけます。

天井に設置してあるAI技術を搭載した3Dカメラにより、寝台に寝てい
る患者様を装置が認識し、自動で適切な位置まで寝台を移動すること
が可能になります。自動ポジショニングにより、効率的に最適なポジ
ショニングを行えます。

AIによる検査アシスト機能



【編集後記】
この2年間はコロナの影響で、様々な活動を自粛することになって気分が上がらない日も
多かったのではないでしょうか。そのような日々の中で大谷選手のMVPは日本に元気を与
えてくれました。世界で初の二刀流を実現したことは素晴らしいことであり、なによりも小さ
いころからの夢を着実にかなえている姿がとてもかっこいいと思います。大谷選手を憧れる
子供が増えたら、夢を持つ子供が増えるので、日本の未来は明るくなってきそうですね。
最近では日本人初の宇宙旅行が成功するニュースがあり、宇宙を旅する日も近いのかな
んて思っております。費用が数億円…夢のまた夢ですね。でも、実現した事実を聞いただけ
でワクワクします。望遠鏡で見ていた星が実際の目で見ることができるなんてロマンチック
すぎますね。漫画の世界でしか無かったものを実現させているのは、きっと大谷選手のよう
に夢を掲げた人が現実に作りあげているように思います。
コロナで未来が見えない世の中ではありますが、宇宙旅行のような新しい未来を作りあ
げていければ過去よりも未来の方が明るくなっていけそうな気がします。そんな未来を夢見
ながら、あとちょっとおうち時間を楽しんでみませんか？

はくほう会セントラル病院 広報委員会

医療法人伯鳳会 はくほう会セントラル病院
兵庫県尼崎市東園田町4丁目23番1号
TEL：06-4960-6800（代表）
FAX：06-4960-6900 令和4年１月 発刊

はくほう会セントラル病院では、ご利用いただく全ての方々に、見やすく、分かりやすく情報をお伝えできるように、
ホームページ、SNSを随時更新しております！また、日々更新、最新情報を掲載するように努めています。

はくほうかい
ホームページ アドレス
http://www.amahakuho.jp/

（Facebook, Inc.）

スマホをお持ちの方はQRコードから

詳細はホームページをご覧になるか、直接お問い合わせください。

伯鳳会グループは、全国の医療介護業界からただ一つの
スターティングメンバーとして、この取り組みに参加しました。

RE Actionは、2050年までに再生可能エネルギーで事業のエネルギーの100％を賄うという取り組みです。

2021年10月よりから医療介護業界では初の『大阪ガスによるカーボンニュートラルな都市ガス（カーボン
ニュートラルLNG）』を導入しました。天然ガスの採掘から燃焼に至るまでの工程で発生する温室効果ガスを、
新興国等における環境保全プロジェクト（植樹など）により創出されたCO2クレジットで相殺する（カーボン・
オフセット）ことで、伯鳳会グループのCO2排出量の削減を図ります。
既に電気に関しては再生可能エネルギーの割合を増加させるなどの取り組みを実施していますので、今回の
『カーボンニュートラルな都市ガスの導入』により更に取り組みを強化することができます。今後もカーボン

ニュートラルの達成に貢献できるように今後も様々な取り組みを実践して参ります。

●この取り組みに対応するSDGs

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/about/index.html

